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手伝ってくれる人材は９割以上の町内会で見つかっています

見つからなくても、絶対に無駄にはなりません

【冊子のテーマ】

「アンケート」の実施から、担い手確保につなげよう

「町内会の担い手不足」は全国的な課題です。

町内会活動で、現役世代や若者の声は聞こえてきますか？

札幌市の町内会でも、
役員の担い手が不足していると感じている町内会は９割以上。
そう、みんなが悩んでいます。

でも、今、できることはあります ！

この冊子を見ながら、ぜひ一緒に取り組んでみてください。

・・・残念ながら、担い手不足にすぐ効く特効薬はありません。

役員の年代は70代以上で構成されていませんか？



１. 担い手不足の現状

担い手不足の背景の１つとして、町内会の多くが高齢化社会のなかで、高齢者

向けの活動が多くなってしまっていることがあげられます。

一方で、育児中の住民や子育て世代、中学生や高校生、若い世代も地域コミュ

ニティを求めています。

コミュニティのなかで
子育てのアドバイスが

あると良い

育児中の住民
ハロウィンや

クリスマスイベントなど
子ども向けの活動を
やってほしい

気軽に交流できる
場や機会が欲しい

若い世代

子育て世代

気づいていますか・・担い手不足の背景

どんな活動を
求めているのか
声を聞いてみよう！

これからの町内会運営では、幅広い住民ニーズに対応した活動を行い、
「必要性を実感してもらえること」が大切です！

3



1つでも がついたなら、まずは「アンケート」から始めてみましょう！

まずはあなたの町内会をチェック！

該当すると思ったら をつけてね！

役員は70代以上の人だけで構成されている

役員の入れ替わりが少ない、または、結果的にそうなっている

町内会の活動がマンネリ化している

町内会活動において、現役世代や若者から話を聞くことが少ない

新しい役員をお願いするとき、知り合いにだけ声をかける

若い世代にも町内会活動を担って欲しいと思いつつ、活動は高齢者向けが多い

（下図に年間スケジュールを書き出して、実際に確かめてみましょう）

参加者層を

考えてみよう。

たとえば

クリスマス

イベントの

主な参加者は

「子ども」かな?
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アン
ケート

は、こんなことができます！

ニーズの把握
住民の町内会への

ニーズがわかります

ニーズ対応した活動へ

つなげることができます

町内会の課題の共有

普段、回覧版は詳しく

みていないけれど

アンケートならみてくれます

活動の見直し

ニーズから活動の棚卸しや

組織の見直しを行います

担い手の発掘

役員が知らない

新たな人材が見つかります

2. アンケートから始めよう

住民アンケートを行ったことで

若い世代の役員候補とサポーターが見つかりました！

住民アンケートをやってみていかがでしたか？Q.

A.

いろいろな
発見ができそう！

サポーターとして７名の方からお名前をいただ

き、うち２名の方からは役員をやってもよいと言

っていただいたことは、喜ばしいことでした。

また、行事や活動に対する会員の皆さんの考え

や思いなど、現状把握が出来てよかったと思い

ます。

白石区菊水元町第４町内会 伊藤会長
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アンケートは、アンケートの目的、設問の検討から始まり、配布、回収、集計まで

２ヶ月程度必要です。

アンケートをつくろう

目的と設問の検討

役員会などで内容確認

アンケート完成

アンケート配布
各世帯にポスティングなど

回収

集計・取りまとめ

活動の棚卸し・事業の見直し検討
（総会資料への反映）

（10日〜２週間）

結果の周知

• 町内会の会員の属性など（年代、性別、世帯の構成など）

• 参加したことのある活動

• 今後も続けてほしい活動

• 希望する情報発信方法（回覧板、掲示板、メール、SNSなど）

• 町内会活動への参加やサポートについて

• 自由意見

・町内会の住民がどんな世代構成か、行事ごとのニーズが知りたい。

・町内会が担い手不足で困っていることをみんなに知って欲しい。

・もっと町内会の情報を伝えるにはどの方法が良いか知りたい。

目的の例

アンケートの目的を決めよう

アンケート票（調査票）を作成しよう

基本的な
アンケートの
設問例

アンケートの流れ

班長さんにも
説明しておきましょう

全部で
4〜5ページが
目安

詳しくは次のページから！！
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アンケート案内文をつけましょう

班長だと

回収率UP！

回答期限は

10日〜2週間が

目安です。

スマートフォンで回答できるよ

うにすることで回答率を高める

ことができます。

アンケートには、案内文を添えることで、アンケートの目的を知ってもらいます。

町内会の

課題を

明記します。

7

詳しくは１９ページへ！

アンケートのサンプルは各町内会が自由に
ダウンロードして編集できるように、
ホームページでデータを公表しています。
ぜひご活用ください。



アンケート票 サンプル1

回答者の世帯について問うことで、町内

会の住民の状況の手がかりとなります。

回答者の世代もわかるようにします。

8

アンケートのサンプルは各町内会が自由に
ダウンロードして編集できるように、
ホームページでデータを公表しています。
ぜひご活用ください。



アンケート票 サンプル２

活動への参加の

きっかけを

探る設問です。

町内会活動へのニーズの設問です。

町内会の行事について参加状況と継続

の必要性について問うことで、活動の棚

卸しの参考にします。

9

アンケートのサンプルは各町内会が自由に
ダウンロードして編集できるように、
ホームページでデータを公表しています。
ぜひご活用ください。



アンケート票 サンプル３

運営の基本的

な考え方に

関する

設問です。

情報共有の

手段に

関する

設問です。

回覧板の

閲覧に

関する

設問です。
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アンケートのサンプルは各町内会が自由に
ダウンロードして編集できるように、
ホームページでデータを公表しています。
ぜひご活用ください。



アンケート票 サンプル４

活動の支援を

してもらえる方に

連絡先を記載して

もらいます。

役員の担い手・

人材発掘に

関する設問、

町内会の人材

発掘のための

大切な

設問です。

11

アンケートのサンプルは各町内会が自由に
ダウンロードして編集できるように、
ホームページでデータを公表しています。
ぜひご活用ください。



アンケート票 サンプル５

見守りなど

町内会が

抱えている

課題についての

設問です。

町内会の

今後の

あり方などの

設問です。

自由記入欄も

設けます。
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アンケートのサンプルは各町内会が自由に
ダウンロードして編集できるように、
ホームページでデータを公表しています。
ぜひご活用ください。



アンケートを配布、回収しよう

事前に回覧板でアンケートの実施を周知します。
※実施しなくてもOK

アンケートと封筒を配布戸数分、準備します。

配布

回収

取りまとめ

対象世帯全戸に配布しましょう。

班長等にもご協力いただくと、負担が軽減します。

集合住宅への配布は、管理会社に一言説明し、

余計なトラブルを回避しましょう。

パターン① 班長宅に持ってきてもらう

パターン② 町内会会員の商店／コンビニに回収箱

パターン③ ポストに投函してもらう

（あらかじめ郵便局で返信用封筒の登録が必要） など

アンケートを1か所にまとめましょう。

全員から回答をもらえなくても大丈夫！

※札幌市の支援で実施した同様のアンケートの回収率は

平均30％程度です。

パターン①が一番
回収率が高いよ。

町内会の実態に応じて
方法を決めてね。

配布を
ふりっぱーに委託した
町内会もあるよ。

※回答期限は10日〜2週間後に設定

会長・役員など
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参加したことがある

継
続
し
て
ほ
し
い

棚卸し（休止や
見直し）をして
も良い活動

今後も
継続すべき活動

参加を増やす方
法を検討しなが
ら継続する活動

休止や廃止も視
野に入れつつ、
活動内容を検討
すべき活動

回答が多い

（％）

回答が多い

アンケート調査の結果は、住民にしっかり伝えましょう。

アンケートを集計、結果を知らせよう

アンケート結果の発信

アンケートを集計しよう

Excelが便利です。

1つ1つ入力していくしかありません！

アンケートを分析しよう

町内会活動へのニーズの設問

（アンケートサンプルでは問４）の

「参加の状況」を横軸に、

「継続の必要性」を縦軸にした

グラフにすると、棚卸しの参考になる

分布図が作成できます。

詳しくは17ページへ！ （％）

文字だけでなく
図を入れて！

A4版両面くらいだと
見てもらいやすいよ
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新たな人材を
確保しましょう

サポーターとして
つながりましょう

その活動、
ニーズありますか

ニーズの少ない活動は
棚卸しをしましょう

町内会の必要性を
感じてもらうためには、
ここがもっとも重要！

活動を棚卸しして、
役員の負担を減らすことが
担い手不足の対応には
必要です

できることを
サポーターにお願いし
少しでもひとりの
負担を軽くしましょう

体制や役員のスリム化で
運営しやすい
組織にすることも大切

新しい活動が
必要ですか

住民のニーズに対応した
新たな活動を検討します

組織のスリム化、
できませんか

活動の見直しと合わせ
部の統廃合や役員数削減を

検討します

アンケートの結果を町内会の活動や組織体制にいかすことが最も大切！
役員の皆さんの負担軽減や新たな活動を検討しましょう。

3. アンケートをいかそう

①の詳細は
次のページへ！

②〜④の詳細は
17・18ページへ！

15



アンケートで何か手伝えると回答してくれた方々をサポーターとして、

町内会活動に関わってもらいましょう。

サポーターは「できる時にできることを」が基本です！
役員が全部をやらなくたっていいので、一部お任せすることも大切です。

ただし、すぐに役員候補と焦らないで１

少しずつ担い手を育成するつもりで始めましょう。

まずは顔合わせ

やれること、
やりたいことの確認

サポーターのリストの作成
LINEグループの作成

随時、協力を依頼

会則に
サポーター制度を明記

やれる時にやれることを
やりたいことを企画・運営

意思決定を行う
活動の企画・コーディネート

（1）サポーターの仕組みをつくろう

イベントごとや日頃の声掛けから
サポーターを広げていきましょう

得意なことや
やりたいことを
把握しましょう

サポーター聞き取りの
リストサンプル

参加しやすい日程を
聞いておきましょう

（会則の例）
サポーター制度 第○条
• できる時にできることを支援する
サポーターを置くことができる。

• サポーターは登録制とし、町内会活動の
支援を出来る範囲で支援する。

• サポーターは、自分の意志で役員会など
に参加することができる。
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①総会（４月）

②河川草刈清掃（5月）

③夏休みラジオ体操（７月）

④七夕イベント（８月）

⑤秋まつり（９月）

⑥防災訓練（１０月）

⑦クリスマス会（１２月）

⑧除雪パートナーシップ

（２月）

⑨ママ友・パパ友サロン

⑪日帰り旅行

⑭老人クラブ

⑮福祉の活動（見守り、茶話

会、健康体操など）

町内会活動のニーズでは、世代
別に分析してみることが大切で
す。（右図の例参照）
世代によってニーズの違いがあ
るので、その結果を踏まえて今後
の活動を検討しましょう。 0

1
2

1

6

9
11

16

10

0

5

10

15

20

日帰りバス旅行のニーズ

（2）活動や体制を見直そう

アンケート結果から活動の棚卸しをしつつ、部の統廃合や役員数を見直しましょ
う。

うちの町内会、

日帰り旅行は

ニーズが低いな・・・

じゃあ今年でやめにして、

代わりに、ニーズが高い

子供向けイベントの方に

力を入れてみない？

たとえば、活動のニーズを聞いた設問（アンケートサンプルでは問４）の分析結果

を見ながら、見直せるところがないか、みんなで意見を出し合うところから始めて

みましょう。
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回答が多い

回答が多い

継
続
し
て
ほ
し
い

参加したことがある

A．参加率が低いが、継続したほうが良い B．参加率が高く、継続したほうが良い

D．参加率が高いが、見直しの必要があるC．参加率が低く、見直しの必要がある



見直し
のポイントは３つ！

部の統廃合を
検討しよう

新たな活動・
仕組み

活動の棚卸し

情報共有の仕組み・体制を検討することは重要です。
現状維持ばかりになってしまわないよう、会員の意見は
積極的に取り入れ、まずはやってみよう！

特に子育て世代を対象にした活動を検討しましょう。
役員の負担が大きい行事、会員からのニーズはありますか？
一部の方しか参加しない行事はないですか？

アンケート結果 見直し内容

世帯構成で
数年後に子どもが増えそうだ

子ども向けイベントを強化していこう

「回覧板を見ない」が半分以上 SNSで情報発信をしてみよう

パークゴルフは
一部のメンバーしか参加していない

町内会活動としてでなく、
サークル活動に移行する

女性だけ、青年だけなど
特定の人を対象とした活動が少ない

婦人部と青少年部を統合して
「交流推進部」１つにしよう

日帰り旅行は役員の負担が大きい割に、
会員からのニーズが低い

行事を廃止しよう
担当部の役員は数を減らそう
（または他部と合併しよう）

具体的にたとえば・・・

地域が大切にしたいこと、町内会が今後目指す姿から、
優先する活動を考えましょう。
統廃合や役員数の削減ができませんか？
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カーソル を合わせクリックすると
文字が入力できるようになります。

上の段には、アンケートのタイトルと
説明書きを入力しましょう。

（タイトル例）○○町内会アンケート

Googleアカウントにログインした状態で
画面右上の マークをクリックします。
ここから「フォーム」を選択します。

（参考）Googleフォームの作り方

19

設問

選択肢

設問を追加するときは
「＋」をクリック

回答形式

「空白」と書かれた場所をクリック。
ここから新しいアンケートフォームを
作成することができます。

1

２

３

４

を
クリック

Googleフォーム
を選択

Googleアカウントが必要です（作成は無料）。
アカウントがない方は、メールアドレスを準備して新たに作成するか、
既にアカウントがある人、または詳しい人に相談しましょう！

アンケートの設問部分を作りましょう。

まず、右上で「回答形式」を選択します。
町内会が好きな形を選びましょう。
なお、選択式や自由記述式なども
ここで選ぶことができます。

続いて、アンケートの「設問」「選択肢」を
入力していきます。

（次のページにつづく）



（参考）Googleフォームの作り方
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設問ができたら、右上の「公開」を
クリックします。

５

（参考）
無料作成サイトの例
「QRのススメ」
https://qr.quel.jp/url.php

すると「フォームの公開」というウィンドウ
が出てきます。
ここでも右下の「公開」をクリックします。
「公開」を押すとウィンドウは消えます。

６ もう１度、右上の「公開」をクリックします。

「公開済みのオプション」というウィンド
ウが出ます。
「回答者へのリンクをコピー」をクリック
すると、共有用のURLが表示されます。

このURLを「コピー」しておきます。

URL

７ コピーしたURLを、二次元コードにしましょう。
出来上がったら、アンケートの案内文などに
載せましょう。
会員は、これを読み込んでスマートフォンから
アンケートに回答することができます。

完成した
二次元コードは
アンケートの案内文
などに貼り付けよう二次元コードは無料で作成可能です！

「二次元コード 作成 無料」で
検索してね。

https://qr.quel.jp/url.php


ライブヒルズ町内会

Q. どのようにボランティアやサポーターを集めていますか？

A.行事ごとに無理のない形で声かけをしています。
花壇整備、夏祭り、もちつき大会、子育てサロンなど、
イベントごとにボランティアを募集しています。毎月
のお便りに行事案内とあわせて掲載し、参加希望
の方から電話でご連絡をいただく形です。

情報を発信してサポーター発掘
「たのしく」続けて、育てるサポーター

Q. サポーターとのやりとりは、どのように行っていますか？

A.行事ごとに担当役員が窓口となって対応しています。
サポーターとの連絡や調整は、各行事の担当役員が管理してい
ます。基本は、毎月のお便りを見て「手伝えます」と申し出があっ
た方への対応です。一方で、人手が足りない場合には、過去のイ
ベントごとに作成しているサポーターリストをさかのぼり、以前参
加してくれた方へ声かけの連絡を行っています。行事単位で関係
を積み重ねていくことと、サポーターの方にはできるときにできる
ことを行ってもらうことで、無理のない協力体制ができています。

サポーターがいるからできる行事が
盛りだくさん

新藤 進一会長
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サポーターは
行事別リスト管理で
必要な時にお声がけ

Q.サポーターの存在は、町内会活動にどんな影響がありますか？

A.役員だけではできないイベントが実現しています。
サポーターがいるからこそ成り立っているイベントは
多く、役員だけでは難しい企画や運営が可能になっ
ています。人手だけでなく、雰囲気づくりや参加者の
安心感にもつながっています。「サポーターとして関
わる人自身が楽しめる企画」にすることで、「自分
にもできることがあれば関わりたい」と思ってくれる
人は自然と出てくるのではないかと感じています。

一度関わってくれた方は大切な存在です。各行事ごとに
サポーターリストを作成し、次回以降も人手が必要な際に
声をかけています。

サポーターリスト

名
前

住
所

連絡先 協力
内容

年代

A 〇〇
-〇

000-0000-

0000
①②
⑤

40代

B 〇〇
-〇

000-0000-

0000
② 50代

C 〇〇
-〇

000-0000-

0000
③ 30代

D 〇〇
-〇

000-0000-

0000
③④ 70代

E 〇〇
-〇

000-0000-

0000
④⑤ 40代

F 〇〇
-〇

000-0000-

0000
⑤ 60代

行事開催の告知と
合わせてサポーターの
募集をしています。
(電話連絡受付にて対応)

協力の方法・度合も
アンケート結果を
もとに記録しています。

清田区
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Q.活動の発信はどのように行っていますか？

A.デジタルを専門としたサポーターが中心とな
り、昨年から公開している町内会のHPで情報
を発信しています。
HPでは毎月の町内会便りに加えて、行事の実
施レポートなども掲載しています。
最近ではイベントの参加者が増えており、HPを
見たことがきっかけとなり参加した方もいると思
うので、デジタル化の効果があると思っています。
また、町内会便りにHPのQRコードを掲載し、
HPにアクセスしやすいように工夫しています。
今後は、町内会便りをより見てもらえるような仕
掛けを考えていきたいです。

Q.今後サポーター制度を活用してどのようなことに取り組んでいきたいですか？

A.サポーター制度を活用し、若者や子育て世代がより主体的に関われる体制づくり
に取り組んでいきたいと考えています。具体的には、担い手の高齢化を踏まえ、町内
会活動やイベントの継続に向けて若い世代の参画を促進し、HP運営なども複数人
のサポーターで担える体制を目指します。また、子育て世代向けのイベント内容の充
実を通じて参加者の年齢層を広げるとともに、これまで協力のあった高校のボランテ
ィア部に加え、今後は大学など地域の教育機関との連携も強化していきたいと考え
ています。

Q. アンケートはどのように活用していますか？

Q. サポーターへの謝礼や保険はどうしていますか？

A. 参加してくれたサポーターには、役員と同条件で交通費や飲
み物・お弁当などを実費相当分を支給しています。「お願いする
側・される側」という関係にならないよう、同じ立場で関わってもら
うことを大切にしています。また、保険については「札幌市地域活
動保険（地域のボランティア活動保険）」を活用しています。個々
に保険加入をする必要がなくなり、サポーター・町内会双方の負
担が大きく軽減されました。

地域活動保険
についての
詳細はこちら

ライブヒルズ町内会公式HPは
右のコードから
見られます。

A.アンケートを実施した際に、役員になってもよいという方がおり、実際に役員を引き
受けてくれた方がいます。また、「役員までは難しいけれど、サポートならできる」という
方も一定数いることがわかり、アンケートの実施も、お便りでの募集や個別の声かけ
とは違った意味で、効果的なサポーターの募集方法だと感じました。
アンケートを活用することで、これまでは町内会の活動にあまり関わることのなかっ
た人と出会い、新たな担い手を発掘することができるため、アンケートは有効な手段
だと思っています。

情報発信はパソコンが
得意なサポーターに
お任せしています。



菊水元町第四町内会

Q.どうしてサポーター制度を導入されたのですか？

A.役員の高齢化や、担い手の固定化といった課題を感じていました。役員だけで活動
を続けていくことへの負担感があり、「とにかく何かきっかけをつくらなければ」という思
いがありました。

アンケートでサポーターを発掘！
いただいたアイデアを実現！

Q.連絡や調整は、どのようにしていますか？

A.電話はほとんど使わず、LINEやメールが中心です。やはり、仕事や家庭を持つ方が多
いため、「電話で急に呼び出さない」「返信を急かさない」ということを心がけています。
LINEやメールでも「もし都合が合えば…」「難しければまた今度でも」という言葉を添え
ることで、断りやすく、断っても関係が悪くならない空気を大切にしています。

伊藤 力盛 会長

佐々木昭男 副会長
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Q.サポーターには、どんな関わり方をしてもらっていますか？

A. その人の得意なことを活かせる内容をお願いしています。あまりイベントに参加で
きない方には、「花壇の水やり」をお願いしました。サポーターの方がこまめに水やり
をしてくれたおかげで、その花壇はほかよりも生育がよく、とても助かりました。
また、パソコン操作ができる方には今まで作成していた町内会だよりにイラストやデ
ザインをいれてもらいました。

そこで、町内会としてアンケートを実施し、サポーターを募集
した結果、アンケートで４名、その後１名のサポーターが手を
挙げてくれました。子育て世代や若い世代のサポーターも
出てきてくれました。
気持ちが冷めないうちにと思い、アンケート後すぐに顔合わ
せ会を開き、町内会の活動紹介をしたり、サポーターができ
ることや興味のあることを教えてもらう機会をつくりました。
スピード感のある動きができたことで、今の関係性につなが
っていると思います。

昨年のハロウィンイベントはイベントの企画か
ら当日の運営まで、サポーターと一緒に取り組
みました。せっかく手を上げていただいたので、
サポーター一人ひとりのできること、得意なこ
とを聞き取って、お願いするようにしています。

サポーターが編集をしている町内会だより

サポーター顔合わせ会の様子

サポーターの一人ひとりができること、
得意なことを手伝ってもらっています。

白石区
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Q.サポーターが「続く」理由はどこにあると思いますか？

A. サポーターが活躍する様子を町内会だより等を通じて、
町内の住民の方にも知ってもらい、感謝を伝えることだと思
います。誰でも、感謝されたり褒められたりすれば嬉しいもの
です。「あれ、すごく良かったよ」「見やすいって言われてた
よ」「助かった、ありがとう」というような住民の声や評判をで
きるだけサポーター本人に伝え、心の結びつきを持つことが
大事だと思っています。また、サポーターの活躍を「これ○○
さんがやってくれたんだ」と周りに言い広めています。
褒められたり、認められた経験は、「次も関わってみような」と
いう気持ちにつながっていくと思います。

Q.これからサポーターと連携していく町内会へ

A.「担い手不足をとにかくなんとかしないといけない」という思いから、少しでも手伝
ってくれそうな方や事業者がいればすぐに声をかけました。具体的な問いかけをしな
がら、役割を決めすぎないで断る自由を残す、というバランスが大切だと思います。
小さな関わりを大切にそうした積み重ねが、結果として町内会を支える力になってい
くと感じています。
無理のない関係づくりから、少しずつ、できることを増やしていきたいと考えています。

Q.ハロウィンイベントに対する周りの反応はどうでしたか？

A. 当日のイベント自体は約1時間程
度。子どもたちと一緒に町内を回り、事
前に協力を依頼しているお家でお菓
子をもらい、最後に記念写真を撮影し
ました。この写真を配布したところ、子
どもたちが家で何度も話題にしてくれ
たり、保護者からも評判でした。また、
サポーターからもいい思い出になった
との声をいただきました。子どもたちに
お菓子を渡すことで、大人も元気にな
る良いイベントでした。

Q.ハロウィンイベントの実施に至るまでの経緯を教えてください。

A. 子育て世代のサポーターに「秋に子どもたちが楽しめるイベントがあったらいいで
すよね」と言われたことがきっかけでした。その後、担当の部で検討し、役員会で実施
を決定しました。イベント当日に向けて、発案したサポーターを含めた実行チームで、
月１回程度の打ち合わせを行いながら、企画を詰めていきました。ただし、初めての
取り組みだったため、「大規模にしない」「仮装を強制しない」など、無理のない内容
に絞りました。

Q.町内の事業者に対してもアンケート調査を実施されたそうですね。

A. 住民対象のアンケート調査をするタイミングと同時期に、町内の事業者を対象とし
たアンケート調査を実施しました。スピード感を大切に、協力的な回答をくれた事業者
にはすぐに挨拶に伺いました。
来年ハロウィンイベントするなら、事業者との連携も展開できればと考えています。お店
の隅をお借りして、お菓子をもらうスポットにするなど、小さな協力からつながりを作っ
ていきたいです。協力いただいた事業者さんは町内だよりで紹介するなど、お互いにメ
リットのある関係性を築くことが理想と考えています。

ハロウィンイベントの様子



Q.【中島会長】 サポーター制度を始めたきっかけは何ですか？

A.町内会活動に関わる担い手不足が大きな理由で、その解消のために、地域の皆さ
んとの関わり方を広げていきたいと思い、サポーター制度を始めました。町内会活動を
続けていく中で、役員だけで運営することの負担感や多世代が集まるイベントの企画
が難しくなってきたと感じていました。そこで、役員以外の方にも無理のない形で関わ
ってもらえる仕組みとして、イベントの運営補助を中心としたサポーター制度を取り入
れました。

やってみたい気持ちを、行動につなげる
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「イベント当日だけ」「できることだけ」
無理のない関わり方が、参加を広げています

Q.【サポーターの方々】 どのようなきっかけで参加されていますか？

A．「特別な理由があった」というよりも、「身近なきっかけがあった」ことで、サポーター
として町内会活動へ参加しました。
【具体的なきっかけ】
・役員や子どもの保育園でつながりのある知人などから直接声をかけられたから
・子どもが学校から持ち帰ったチラシでイベント（町内会活動）を知ったから
・子育てを通じて地域にお世話になっており、恩返しの気持ちから
・引っ越してきてから、地域とのつながりを作りたかったから
・最近町内会のイベントがおもしろそうに見えたから など

Q.【サポーターの方々】 実際に町内会活動に参加した感想を教えてください！

A．実際に参加してみて、「楽しかった」「顔見知りが増えてよかった」と感じています。
※一方で、他のサポーターの方からは「何をすればいいのかわからなかった」や
「LINEや口頭で当日の情報が共有されるなかで、自分に共有された情報が最新で
なかった、情報が更新されていく中で最新の情報がわからなくなった」といった意見も
ありました。

白石中央第４町内会
中島 正晴 会長

サポーターの皆さん
白石区

Q.【中島会長】 今後サポーターと一緒に取り組んでいきたいことはなんですか？

A.今後は、イベントの運営補助だけでなく、企画段階から意見を出せる場を作ってい
きたいです。また、サポーターの方々の中には、イベント当日の参加は難しいものの、イ
ベントチラシなどを作成できる人がいることがわかりました。そこで、得意分野（広報、
写真、事務など）を活かしつつ、その方の都合に合わせて、活躍してもらえる役割を
用意するといったことにも取り組んでいきたいと考えています。
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Q.【中島会長】サポーターの方々の感想なども踏まえて、最後にサポーター制度を始
める町内会へ一言お願いします。

A.小さな関わりから始めることが大切だと思います。
最初から制度を完璧につくる必要はありません。「当
日だけ手伝ってもらう」「できる方に声をかけてみる」
そんな小さな一歩でも、確実に地域の力になります。
無理のない関わり方を大切にしながら、一緒にできる
ことを少しずつ増やしていく。その積み重ねが、町内
会活動を支える大きな力になっていくと思います。
また、サポーターの皆様のお話を聞いて、町内会の
雰囲気が重要であると感じました。私は、既存のイベ
ントに取り組みつつ、他の町内会でどのようなイベン
トを実施しているのかに注目して、おもしろい取り組み
を真似しています。それが、地域の皆様が楽しんでく
れることにつながり、さらによい雰囲気をつくり、町内
会活動に興味を持ってくれる方が増えるきっかけにな
っていくと思います。

Q.【サポーターの方々】 イベントの企画段階から…とのことでしたがいかがですか？

A.イベントの全容がわかり、当日も動きやすくなっていいと思います。企画の段階から
意見を出してみたいです。会員から募集した企画をいくつかを実施して、ベスト企画
賞として表彰するのも楽しいのではないでしょうか！
→【中島会長】僕もそういうことがしたかったので、是非やってみましょう！

Q.【サポーターの方々】 どんな工夫があると今後参加しやすくなると思いますか？

A.「最新の情報がわかるように、またわかりやすくすること」や「役割ごとの情報の整
理」など、「わかりやすい情報共有」があると参加のハードルが下がると思います。ま
た、役員の方々が話しかけてくれることで、手伝いやすい雰囲気になるので、そのよう
な声かけも継続していくといいと思います。
ほかにも、「当日だけの参加」や「準備だけ」など、役割を細分化しつつ、柔軟な参加
方法があるといいです。
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